















な らびに蓚 酸ク リアランスの 日内変動に関す る研究,
ことに蓚 酸負荷時の変化について
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   The diurnal variations in the plasma oxalate concentration and oxalate clearance were 
examined at the state of oxalate restriction and loading on 6 normal subjects and 11 calcium 
oxalate stone formers. The oxalate-restricted diet contained 44.5 mg of total oxalate, 32.2 
mg of soluble oxalate, and for oxalate loading, spinach (100 g: total oxalate 429 mg, soluble 
oxalate  156  mg) was added to the oxalate-restricted diet at breakfast. 
   Normal subjects showed a diurnal variation in plasma oxalate at oxalate restriction and 
loading. The plasma oxalate concentration showed the highest level under the fasting 
condition, gradually dropped and was then fixed at the lower level during the day. The 
oxalate clearance during the day was significantly higher (p<°.05) than that during the night 
in normal subjects taking the oxalate restricted diet, and after they were oxalate loaded, it 
increased significantly (p<0.05) for 6 hours, but returned to the level at oxalate restriction 
during the night. Meanwhile, there was no significant difference in oxalate clearance between 
day and night in calcium oxalate stone formers. As compared with the control group, there 
were no significant differences in the diurnal variation in the plasma oxalate concentration, 
oxalate clearance at oxalate restriction, or in the diurnal variation of the plasma oxalate 
concentration at oxalate loading. However, the oxalate clearance during the night after 
oxalate loading increased significantly (p<0.05) compared with the control group. 
   Based on the pattern of urinary oxalate excretion during the night compared with the 
control group, the stone formers were divided into two groups. The first group showed 
significantly (p<0.01) higher oxalate clearance during the night both during oxalate restriction 
and loading. The oxalate clearance increased significantly up to 8 hours after oxalate 
loading (p<0.01) and during the night (p<0.05) compared with the level during oxalate 
restriction. The plasma oxalate concentration did not increase after loading. The second 
group showed a significantly (p<0.05) lower oxalate clearance during the day after oxalate 
loading. The oxalate clearance (p<0.05) was significantly increased for 4 hours after the 
loading compared to the during oxalate restriction. The plasma oxalate concentration 
increased at 6 hours after oxalate loading. There was no significant difference in oxalate 
clearance during the night. 
   The diurnal variation in plasma oxalate level, a decrease during the day and an in-
crease during the night, was shown in both normal subjects and stone formers. The diurnal 
change in urinary oxalate excretion, an increase during the day and a decrease during the
1332 泌尿紀要33巻9号1987年
night, was also shown in both groups. Although there was a regulating mechanism to 
decrease the oxalate excretion during the night at the expense of the increment of plasma 
oxalate levels in normal  subiects, this mechanism was not evident in some stone formers 
and high levels of oxalate excretion continued after supper. This change at night was ex-
aggerated by oxalate loading. Therefore, some stone formers may have an inability to de-
crease the urinary oxalate to the normal low level during the night, which may raise the 
risk of forming stones at night. 
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疾 患 を合 併 しな い成 人男 子 蔭 酸 カ ル シ ウ ム含 有 結 石 患
者11名を対 象 と した.対 照 と して 正 常成 人男 子6名 を
選 んだ.結 石 群 お よび 対 照 群 の平 均 年 齢 は そ れ ぞ れ
44.3±8.9(SD)歳30.3±2.0(SD)歳で あ った.ま
た 他 日測定 した ク レア チ ニ ン ク リア ラ ソ ス(以 下Ccr
と略 す)の 平均 は結 石 群79,5±11.8(SD)ml/min,











































































































































































































































onalexcretion(Cox/Ccr)も以後 の検 討 に 加 え た.
皿.夜 間 蔭 酸 ク リア ラ ンス高 値 持 続 群(Groupi)
につ い て
翫)血 中 穆 酸濃 度 の変 化
低 蔭 酸食 下 な らび に蔭 酸 負荷 時 の 血 中修 酸濃 度 は ほ
ぼ コ ン トロー ル と 類 似 し た 変化 を示 し,午 前8時 に
2.2±o。9μ91m1および1.6±o.5μ91mlと高 値 を と り,
そ の後 漸 減 した の ち翌 朝8時 に 再 度1.6±o.5μ9/ml















































24時間 の血 中 蔭 酸 濃 度 は コ ン トR一 ル 群 に 比 し低 値 で
あ った(p<0.05)が,他 の 各測 定 時 刻 で は 有 意 な 差
は 認 め られ なか った(Fig.4A,Fig.5A).
b)尿 中 蔭 酸排 泄 量 の変 化
低 蔭 酸食 下 での 尿 中蔭 酸排 泄 量 は コ ン トロー ル群 と
ほ ぼ 同等 の変 化 を 示 し,夜 間 の3.2±0.5mg/2hに比
し昼 間 の方 が 有意 に(p<0.05)蔭酸 排 泄 量 が 多 く,ま
た 各時 間 の 蔭 酸排 泄 量 も コ ン トR一 ル 群 と差 は なか っ
た.蔭 酸 負 荷 時 に は 負荷 後4～6時 間 の 蔭 酸排 泄 量 は
7β±1.4mg/2hでピ ー クを示 し,8時 間 後 まで 有意
に蔭 酸排 泄 量 が 増 加 した.コ ン ト ロー ル 群 に比 し排 泄
遅延 の傾 向 を 認 め る もの の,各 測 定 時 間 に おけ る蔭 酸
排 泄 量 は コ ン トロ ー ル群 と有 意 な 差 は認 め な か った
(rig.4s).
c)蔭 酸 ク リア ラ ソスの 変 化
低 蔭 酸 食 下 で のCoxの 変 動 は昼 間 は コ ン トロー ル
群 に類 似 して い る が,夜 間 のCoxは20.2±3.6ml/
minで コ ン トロー ル群 に 比 し有 意 に(p<0.01)高値
を示 した.ま た 昼 間 と夜 間 で有 意 な 差 は認 め られ なか
った,修 酸 負荷 時 に は 負荷 後8時 閲 ま で有 意 に(pく
0.01)増加 し,夜 間 の12時 間 もCoxは32.3±11.6
mg/minと有 意 に(P<o.of)増加 してい た(Fig.4C).
コ ン トロ ール 群 との 比較 で は昼 間 は 有意 な 差 は み られ









修酸制限後の午前8時 に は血中蔭酸 濃度が1.6±0.2
μ9/mlと低下したのに比し,Group2では2.3±o.i
deg/mlと低下せず コントロール群に比し有意に(p〈
0.Ol)高値を示 した.蔭 酸負荷時には6時 間後に血中
蔭酸濃度は2.8±1.2μ9/mlまで上昇しピークを示 し
たが,低 膠酸食下での血中蔭酸濃度の変化と比較 して













































































































少 も緩 徐 で あ った.
c)蔭 酸 ク リア ラ ンス の 変 化
低 蔭 酸 食下 で は 昼 夜間 に 有 意 な差 は な く,昼 間 の
Coxは コ ソ トロー ル群 よ りや や 低 い傾 向 で あ った.
疹 酸 負荷 時 に は 負荷 後4時 間 まで 有意 な(P<0・05)上
昇 を示 す のみ で(Fig.6G),コン トロ ール群Y'比し負
荷 後6時 間 ま で のCoxは 有 意 に(P<0・05)低値 を





低 蔭 酸 食 下 で は昼 間 は夜 間(0.19±0.02)に比 し有






荷 に て 負荷 後4時 間 のCox1Ccrはo.41±0.14で,蔭
酸 制 限 時 に 比 し有意 な(p<o.05)上昇 を 認 め た(Fig.
フA).
b)Group1
低 蔭 酸 食下 で昼 夜 間 に有 意 な差 は 認 め ず,夜 間 の
Cox/Ccrは0.32±0.06でコ ン トロー ル群 に比 し有意
に(p<0.of)高値 で あ った.蔭 酸 負 荷 に て 負荷 後6
時間 ま で有 意 に(P<0.01)上昇 し(Fig.7B),夜間 の
Gox!Ccrは0.41±o.iでコ ソ トロー ル群 に 比 し有意
Y'(P<o.oi)高値 で あ った(Fig・8)・
c)Group2
低 蔭 酸 食下 で はGroup1と 同 様 昼夜 間 に有 意 な差
は認 め られ な か った が,変 動 パ タ ー ソは コ ン トロー ル
群 と同様 で夜 間 は低 値 を 示 した.荏 酸 負 荷 に て 負荷 後
4時 間 のCox/Ccrは0.35±0.04で有 意 な(p<0.05)
上 昇 を 認 め た が(Fig'7C),Groupiに比 し有 意 に
(P<0.Ol)低値 で あ った(Fig・8)・
考 察
荏 酸 カ ル シ ウ ム結 石形 成 の 危 険 因 子 と し てmild
hyperoxaluriaがRobertsonら,>Y`よっ て提 唱 され,
現 在 広 く認 め られ る よ うに な って きて い る15)従 来,
尿 中 へ排 泄 され る蔭 酸 の約90%は 内 因 性,約10%が 外























































































































































































































































木下:蔭 酸 カル シ ウム結 石 ・蔭 酸 ク リア ラ ンス













面から二群に大別 され る と考 え られ た.す なわ ち
Grouplは穆酸負荷において血中蔭酸濃度は上昇せ



































に比 しCoxは蔭 酸負荷後6時 間 まで有意 に(p〈
0.05)増加 し,血中蔭酸濃度の上昇は認められ なかっ




















夜間のCoxは 蔭酸制限時 と比較して も有意 に(p<
0.05)増加してお り,一方 コントR一ル群の穆酸負荷






8)Group2では蔭酸制 限時,血 中蔭酸濃度の 日
内変動はコソトロール群より全体的に高値を示す傾向
であったが,早朝空腹時に最高値をとり昼間は下降し
てほぼ一定となる日内変動の バター ソは一致 してい
た,Coxは有意な差はないもののコントロール群に
比 し低下傾向で,昼 夜間で有意な差は認められなか っ
た.
9)Group2の蔭酸負荷時には,蔭 酸制限時に 比
しCoxは 蔭酸負荷後4時間 まで しか 有意 な(p<
0.05)増加はなく,「 ントR一ル群と比較 しても蔭酸
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